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訪問調査日
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項

　　

目

　

職員は‐利用者の思いや願い、暮らし方の意向
５６

　

を掴んでいる

　

（参考項目：２３，２４，２５）

　

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
５７ がある

（参考項目：１８，３８）

５８ 留用考墓詣編おひとりのペースで暮らしている

　

利用者は、職員が支援することで生き生きした
５９ 表情や姿がみられている

　

（参考項目：３６，３７）

　

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
６０ る

　

（参考項目：４９）

６１

６２

健康管理や医療面、安全面で不安な
、る
：３０，３１）

その時々の状況や要望に応じた柔
より、安心して暮らせている

：２８）

取 り 組

　

み

　

の

　

成

　

果
↓該当するものに０印 項

　　

目

い

　

こ
、ており、６３

　

ている

６４

６５

・の場やグループホームに馴染みの人や地
人々が訪ねて来ている

考項目：２，２０）

てＬ

６６穆参
員琶ま緒 観ぎ働けている

　

職員から見て、利用者
６７ 足していると思う

　

職員から見て 利用者の家族等はサービスに
６８

　

おおむね満足していると思う

　　

取

　

り

　

組

　

み の

　　

、 果
↓該当するものに０印

、ます。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
当該事業所は併設する施設と共に「笑顔とぬくもりを大切に

　

寄り添いながら

　

その人らしいくらしを支
えます」と理念を掲げ、個別のケア会議等の中でその人らしい暮らしを大切にし職員間で話し合いなが
ら利用者の笑顔に繋がるような支援に努めています。職員間の関係性は良好で毎月行うフロア毎の
〆‘：一二

　　　　　　　　　　　　　

‘－ー

　　　

受

　　　　　　　　

‘受
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‘ふ

　　

ゃ

　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

　　　

左三

　　　　　

一‘÷…

げ、個別のケア会議等の中でその人らしい暮らしを大切にし職員間で話し合いなが
がるような支援に努めています。職員間の関係性は良好で毎月行うフロア毎の

－施設全体の会議で職員は意見を出せる機会があり、また日々には気付きを記入
用しコミュニケーションを図りながらサービスの向上に繋げています。また 今年度

が主体に運営できるよう取り組ん
にそって以前の職場をドライブ

こ行ったり、利用していた事業所に

１／９



利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる

　　　　　　　　　　　　

．蟹葛たり民生
り
委員の呈雀ずるサ言ンに参加し笑よう、事業所自体が地域の一員として日常糊こ交ｉ地域行事の参加、すこやかサロンに利用者 キョガや体操か」スマス会等に可能な閣 議行

流している

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１と共に向かうなど地域の一員として交流してまき交流を楽しんでいます。不定期に音楽ポラン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ティアの来訪や高校生の体験ボランティアの受け
入れを行っています。また近隣の

　

で行

　　

た言
知症サポーター養成講座の手伝いに職員が行き

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

ていたが、台風の影響で実施出
が予定を組んで調整していた。

会議

　　

グループホームかたぎはら（２階）

自己評価および外部評価結果

　

１
日

　饗つ
密導き管

サ
理
．寡職象貝

春磨ぎ湯麺諮を
事薄暑所し

理
て－轟きて

－
実
部裟言富者皆繁る強奪蟹燕

実践につな げている

　　　　　　　　　　　　　　

ｈる。

　　　　　　　　　　

、況

　　　　　　　　　　　

次 のステッ

　

に 口 けて ‘
‐したＬ

　

　

　　

　

　

　　

　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

併設する事業所と共に施設として「笑顔とぬくもり
を大切に

　

寄り添いながら

　

その人らしいくらしを
支えます」と掲げられた理念の基 開設時に管理
者と職員が事業所としてのコンセプトを作成してい，
ます。各フロアに掲示したりパンフレットに掲載し
意識付けをし その人らしい暮らしを大切にし職員ョ

、ながら理念の実践に努めています。

、‐こども祭り
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ｄ

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

からないこと等があれば区役所に出向いたり電話

の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝

　

コ地域ケア会議、事業所連絡会議に参加し、一で相談しています。事業所連絡会や地域ケア会責
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

　　

協力関係を築くように取り組んでいる。

　　

に市職員の出席があり情報交換したり、感染症等

てい

　　　

。
ーい、受１

が「指定地域密着型サー 職員には資料の国見
ています。また３か月ご

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｏ ：

　　　　　

」

　　

－逆

　　　　

進キ諸 驚 雷弾奏選霊域の
密
対藁墓
型豊美落書駁本

サ編蜘俸をふ通長下職型昌一駁撃
理繋ぎ形饗塾上る竿一美身体泡盛一嚢 墜具象を謹製催”し塑－

状
－

為」を
ハ讃し麺 嵐そ岩塚三麹関流麗鑓 笥あて

Ｙ
雛 愛国を饗覆し

１学事、翼轡ご
て身１本刊宋にｈってし、ます。口平矧は馳醍ゼサユ一

体拘束をしないケアに取り組んでいる

　　　　　　　　　　　　　

ｉる
口｛狽 身で開票が 菱 な西兄銘っ

、
口は自身で開錠が可能な状況となっており、外

に出たい様子の利用者には一緒に付いて出る事
あります。言葉による行動の制止については会

てＬ

り組み状況などについてはご様子の映像曙髪参事躍家
下
族望盗塁濯 竪燕鷺

真を見てもらい報告をしている。
つし・ても状況を報告。ご意見をｉ茎露写を

真
行辞董オ故程つ積雲ま塾 謡検

動
討請た

　　　　

一ビスの 口上 に；頂いたうえで協議し‐サービスの向上に活
かしている。

対策も参加者に伝えています。主に事業所のこと
を知ってもらう機会となっており、また参加者から
地域の行事や研修などの情報を得ています。

に郵送で報告し わ
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自
己
一７

外
部

　　　　

項

　　

目

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

自己評価

　　　　　　

実践 状 況

ストレスを溜めない形で職員間でコミュニ
ケーションを図り虐待防止に努めている。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

８

　

｛

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

制度や事業－－ついてのふ法会ｉふ侍ＬＬいな
いが利用者の中で保佐人がついている方
がおられるため、必要に応じて相談させても
らっている。

９

（６）

０契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

事前の見学等でも質問、問い合わせに関し
て説明をし、契約時も家族からの不安や疑
問点を確認しながら説明を行い、理解、納
得を図っている。 ‘；；；；；：；ｌｏ （６）

　

ｉ

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

利用者からの意見の中で必要に応じてご家
族も交えて話し合いを行い運営のところで反
映させることもある。外部者へ表す機会は
設けられていない。

日々の利用者との関んりの中、
Ｍねれナ茎望は

散歩や買い物などの個別の支援や食べたい物を
献立に取り入れる等の対応をしています。家族か
らは来訪時や電話をかけた際、運営推進会議、ア
ンケート調査等で意見や要望を聞いています。家
族からの医療やレクリエーション等への意見を受
けてイベントやリスク管理等の委員会を作ったり‐
体制を整え対応していきたいと考えています。

１１ （７） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

疋…－｝

　

＾淋｛｛コを設け、代表者、管理
者は職員の意見や提案を聞き反映させてい
る。

毎月行うフロア毎の会議や不疋期」ー」ノ刀也眺エ１中
の会議で職員付音ロ′

，
．”．Ｌス肌 ＾ボあり、また

白 －々－ふ気付きを記入する職員ノートやコミュニ
ケーションを図りながら気軽に意見交換をしていま
す。業務改善やサービス向上などの委員会を設
け職員が主体に運営に活かせるよう取り組んでい
ます。盛り付け場所確保のためのワゴンの購入や
フロア毎の連携など意見を受けて実践に繋げてい
ます。年に一度の個人面談を行い個別に意見や
思いを聞いています。

１２ ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

人事考課制度を取り入れ、代表者は各職員
とのヒヤリングの機会を設けることで職場環
境、条件の整備に努めている。

１３ ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを

進めている

法人内外へ研修の機会を確保し、働きなが
らのトレーニングしていく形がとれている。

３／９



グループホームかたぎはら（２階）

１６１１隻繋 灘総霊鴛藻鰻葡霧蓄澱曇瞬ぎ
Ｃふ

　

対応の見極めＬ支援

衛綴 寵 謝繋溜そ１嬬 捌い磁対応にＬ／ ／ ／１
サービス利用も含めた対応に努めている

１日豪臓鰭喜巽誓讐鰍一驚轟無鰯轡
２０ （８） ○馴染みの人や場との関係 継続の 支援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

入居前の馴染みの人や場所を知るようにコミュニ

　　　

本人 がこれまで大切 にしてきた馴 染みの 人 や場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ケーションを図り 希望にそって以前の職場をドラ

所との関係が途切れなし、よう・支援‘こ努めてし、る露饗宴議員熱凝議臓器墾響関野縄滋養簾議綴蓄覇翻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

支 援に努めている。

　　　　　　　　　　　

や居室等過ごす場所を選んでもらいお茶を出した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

り普段の様子を伝えています。年賀状の返事を出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

せるように支 援した 方もいます。
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目 外

　　　　

項 目

　　　

１

　　　

自己評価

己

　

部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実 践 状 況

西
次のステップに向けて期待したい内容

１／／／

‘－■１

２４目灘霧鞍鯵揃澱璽１総 蝋ゑ嚇蜘
２５
Ｈ葺墓園 鰍客、鰐、跳Ｅ趣獅瓢羅綴※

２７１１曇霊園誓謝輸滋脊尋暑！鰯繍綴翻酔

次のステップに向けて期待したい内
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外

　　　　　　　　　　　

項

　　

目自
己
覇

外
部

　　　　

項

　　

目

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ

に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

自己評価

　　　　　　

実 践状 況

必要に応じ、訪問マッサージや訪問美容理
容を利用し、柔軟な支援やサービスを行う
様取り組んでいる。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

２９ ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

希望時には近隣のコンビニでの買い物、公
園までの散歩、地域行事の参加を促し、
日々の暮らしの中に楽しみを作れるよう支
援している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｒ

　　　　　

▼

　

；
▲

　

」ズα３、かしつけ阪す川ほうる「」；－＊レ１一３０

　　　　　　

一３１

　　　

一３２

　　　　

一３３

一３４

（１０

（１２

０かかりつけ医のス。；文援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、端Ｅ三中の者奴柵▼・詰問看護師等に伝え

て相談し、個々の利用喜ん：三↓一
′ご ａ．・十

　

受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。
０重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

・
０急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

受診時に、施設のご様子などを家族へ報告
し、必要に応じて主治医に手紙やＦＡＸなど

でも報告して主治医と連携が図れるように
支援している。

看護師の体制は無し。

電話連絡だけでなく、 …－＝
－…ね問Ｌ

　

”…

係者との連携を図り関係の構築に努めてい
る。

体制が整備しきれてないので未整備。

急変や事故発生時に対しての不明点があ
れば、職員間でのＱ＆Ａを行うなど話す機会
は持っている。

÷７

　

０ト

　

、Ｖノ′Ｊ．′Ｊ・ーノ

　

ノ’′

　

．′、”

　　　　　　

７

　

二・・

　

・

　

ー・ｒコ［▼；

　　

・ー

て２～３か月毎の個々の間隔で家族と受診し 家
族の行けない時には職員が支援することもありま
す。受診が困難な方で近隣の往診医に変更する
方もおり、月に１度の往診を受け夜間でも電話で
相談できる状況です。以前からかかっている歯科
に家族と受診したり訪問歯科を受けている方もい
ます。

医療連携の体制が未だ整っておらず、個々の状
況に応じた対応となっています。入居時に重度化
していた方がおり、往診医の指示により週に３～４

　　

三通， 来てもらい、家族の頻繁な面会など
の協力を得ながら看取り支援をした経験がありま
す。看取りについての研修を施設長や主任が受
け職員に伝達しています。

今後も看取り支援を行いたいと考えられて
いますので、詠－。↓侶奴ｒ－。 沃」悌

　

じ
図れる体制作りを期待します。

けて期待したし
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外
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項

　　

目

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって‐戸外に出か

けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも‐本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

　　　　　　

実 践状 況

ご家族の協力もあり、外食、喫茶、買い物等
の外出の機会を設けています。

　　　　　　

実践状況

利用者に行きたい所などを聞き勤めていた会社に
行ったりＪ去人の車を利用して試問祭を見に行っ
ています。時には近隣の公園や神社への散歩、テ
ラスに出て外気浴をする等外に出る機会を作って
います。また、ｒｒィ丁筆 ｖｗ戸日・Ｊ笛－↓狩り、地域
行事に行ったり、事業所内の点検の日に人まち交
流館に外出行事として出かけたこともあります。

次のステップに向けて期待したい内容

５０ ０お金の所持や使うことの文テ笈
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所

持したり使えるように支援している

お金を所持している利用者は希望時買い物
に行くなど‐使えるように支援している。

５１ Ｕ鬼頭や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている 内容を聞き、必要に応じ連絡を取れるように

支援している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′口

　　

日

　　

い辻

　

／ 面，ふ
・ 日

５２ （１９）○居心地のよい共用半面づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴

室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

イベント毎に沿った置物や壁面を飾る事に
より、季節感を取り入れるなどし、生活の空
間に工夫をしている。

広く明るい共ｍ字面１ふキ日
ち、カーテンの開閉で採光を調節したり大型の加
・顧叩ｔ画 ご【環席』 －

　

囚・禽Ｌています。利用者

と折り紙で作った季節毎の壁飾りで季節を感じら
れるようにしたり、行事の写真を掲示しています。
またフロアごとに利用者が生活しやすいようにソ
ファやテレビの位置を決めたり、希望にそって座
席を決め個々の利用者が心地よく過ごせるよう支
援しています。

５３ ０共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利

用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

ソファーや机を設置する事により、個人の空
間の確保と利用者同士で過ごせる居場所の
工夫を行っている。

　　

＝－↓－

　

” 、

　　　

’ ；三

　

一

　　　

・

　　　

、ー

　　

、醗ュ
５４ （２０ ０居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

家具雑貨の設置の際はご利用者・ご家族と
相談している。

入居＝；；－使い慣れん も」ノて来てもらうよ）説
明し、タンスやテレビ、椅子、化粧台等の持参した
”′；敵し頬詠１．醇置しています。写真を飾ったり

趣味の大正琴～書道の道具 本などを持って来て
傍に置いたり‐以前飼っていた大の遺影や仏壇を
置いている方もいます。和室が各フロアに２部屋あ
り布団を敷き休む習慣を継続することもできてい
ます。

５５ ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ

と」を活かして‐安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

長距離の歩行が難しい方などに合わせて休
養も出来るようにソファを設置したりして、出
来る限りその方々に合わせた環境作りを努
めている。

目 鈴

　　　　　

項

　

目 、内容
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項 目
３５

　

１３）０災害対策

目
己

養１

　　　　　　　　

‘－

　　　

自己評価

　　　

－１‐－ －

　　　　　

外ロー噸

　　　　　　　　　

項

　

目

　　　　　　　　

・

　　　　

実践状況

　

－－

　　　

、

　　　　　　

実践状況

　　

′

　　　

－－
「茨おヌデシプに向けて期待したい内容

３７

　

３８

　

３９ ○身だしなみやおしゃれの支援

捌らしい胤酬撫 醐ように１妻翻灘儀 闘 驚き支援している

　

４０ （１５） ○食 事を楽しむことのできる支 援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

朝食と昼食は利用者の好みを聞きながら－紬ユゼ

　

食事 が楽しみなものになるよう、一 人ひとりの好み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

立て 利用者には盛り付け等のできる事に携わっ

　

や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

てもらい調理し、夕食は業者から湯せんで温める

　

や食事、片 付けをしている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

物を提供しています。行事の際には流しそうめん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

職員と共に下 膳や机を拭いて頂いている。

　

をしたり出張握り寿司に来てもらい、またお好み焼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

きやたこ焼きなどを楽しむこともあり その際には

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

職員も一緒に食べています。ホットケーキやカップ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ケ ー キのトッピング ぜんざい等おやつを手作りす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ることもあります。

　

４１

，
麗聴議議日当馨酸ぎ臓 憲

年に２回消防署の立ち会いのト”

　　　

－，“」芯定して施設全体で行い、１回はし、１面“ 日水書等の災害時に、昼夜を問わず
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自己評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

　

↓^ ー▼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ソｒＨ１・１１１

　

１翌日ｕ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　

、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

　

、

　

例終

４２

口

○口腔内の ルネ保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、－

人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

毎食後は出来ていないが、起床時、夕食後
には口腔ケアの実施の支援など行ってい
る。

　

、

　　　　

・、

　　　　　　　　　　

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０
４３ （１６）０排池の自立支援

排池の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排池のパターン、習慣を活かして、トイレで

の排池や排池の自立にむけた支援を行っている

排池リズムを把握し、声掛けや誘導を行っ
ています。夜間は睡眠を妨げず、不快感の
無いようにオムツの交換や回数に配慮して
います。

排池チェック表を用いて個々の利用者のパ
ターンを把握し、仕草などの様子も観ながら
個々のタイミングでトイレに行けるように支援
しています。日々の排潰状況を観て支援方
法・三；「胆用品の種類について意見が出され
検討し、おむつから紙パンツに変更した方も
おり自立に向かうよう支援しています。

４４ Ｃ臥，～つ予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や－ ”

＾ ｍ勘±かけ等、個々に応じた予防に

取り組んでいる

体操を行ったり‐毎日ヤクルトを提供、水分
補給をしてもらう事により予防に取り組んで
いる。必要に応じて服薬調整も行っている。

入洛”曜日を捜せ，ゾ 日に１回入れるように４５ （１７）０入…じ楽しむことがにとる文援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに‐個々にそった支援をしている

体調を考慮しながら、本人の入浴時間や希
望に応じた時間帯での入浴を実施していま
す。

支援し、日中の時間帯に一人ずつ湯を入れ
替えその人のペースで入浴してもらっていま
す。希望にそって回数を増やす事は可能で
好みのシャンプーやリンスを持参していた方
もいます。拒否する方には時間を変える等の
工夫で入浴できています。また季節湯として
ゆず湯を楽しんでもらっています。

４６ ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

日中も一人ひとりに合わせて休息を促した
り、居室の温度や湿度、照明にも配慮してい
ます。

４７ ０服梁文援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

日々の状態変化の把握に努め、必要時にご
家族や医師と相談し、服薬について支援し
ている。

４８ ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一

人ひとりの生活歴や力を活かした役割、晴好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

お花の水やりや買い物の支援を行っていま
す。新聞の提供や生活歴より居室レイアウト
を考慮しています。お花見ドライブやカラオ
ケ等の気分転換も支援しています。
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